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 水土里ネットとちぎは本会の愛称です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５１３号 
平成２８年度第１号 

平成 27 年度田んぼまわりの生きものマップ・写真コンテスト 

生きもの調査写真の部  最優秀賞作品 

            小泉環境保全会（益子町） 



第５１３号

栃木の土地改良 　－ 主 な 内 容 －

平成２８年度第１号 ご挨拶

◇新任ごあいさつ　　　栃木県農政部長 1

◇新任ごあいさつ　　　栃木県農政部農地整備課長 2

定期人事異動

◇栃木県職員の定期人事異動（主幹以上） 3

◇栃木県職員の退職者（平成２８年３月３１日付け） 4

◇本会職員の定期人事異動（主幹以上） 4

◇本会職員の退職者（平成２８年３月３１日付け） 4

◇水土里ネットとちぎ事務局機構 5

会議・総会・部会

◇平成２７年度第４回理事会を開催 6

表紙の写真 ◇平成２７年度第３回監事会を開催 6

◇第９６回通常総会・表彰式を開催 7

◇平成２８年度第１回理事会を開催 10

◇平成２８年度第１回監事会を開催 10

◇栃木県土地改良事業推進協議会平成２８年度第１回役員会を開催 11

◇平成２８年度栃木県２１世紀土地改良区創造運動推進委員会を開催 11

◇平成２８年度栃木県土地改良区統合整備推進協議会を開催 12

事業情報

　 ◇平成２７年度土地改良区役職員等研修会を開催 12

◇平成２７年度とちぎの豊かな農村づくりフォーラムを開催 13

表彰

◇小山市美田東部土地改良区が農村振興局長表彰 15

　　　　　　　　　　　　　第５６回全国土地改良事業功労者表彰式

◇春の叙勲　本県で旭日単光章（土地改良関係）を受章 16

竣工式

◇県営経営体育成基盤整備事業二輪地区竣工記念式典を開催 16

案内

◇各種資格取得者・新規採用職員 17

◇株式会社日本政策金融公庫からのお知らせ 19

◇第３９回全国土地改良大会「石川大会」のお知らせ 19

会員土地改良区（連合）情報

◇シリーズ土地改良区紹介⑯水土里ネット小川（那珂川町） 20

お知らせ

◇臨時総会・会員研修会のお知らせ 22

◇クールビズ開始のお知らせ 22

◇出前講座を活用しましょう 22

　平成27年度田んぼまわりの
　生きものマップ・写真コンテスト
　　生きもの調査写真の部
　　　最優秀賞作品
　　　小泉環境保全会（益子町）

審査評価は、「いきいきとした子供
の表情。それを見守る父親のやさし
い笑顔。この一枚に生きもの調査の
楽しさが詰まっている。」というも
のでした。
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栃木県農政部長 

小林 延年 

 

 この度の定期異動により農政部長を拝命しま

した小林でございます。どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

 着任に当たり、一言ごあいさつを申し上げま

す。 

 皆様には、日ごろから本県農業の振興に特段

の御尽力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 さて、農業・農村を取り巻く情勢は、人口減

少・超高齢化社会の到来、ＴＰＰをはじめとす

る国際化の進展など、大きな変革の時を迎えて

おります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こうした中、県では、本県農業のさらなる飛

躍を図るため、新たに「とちぎ農業“進化”躍

動プラン」を策定し、「成長産業として進化す

る農業・栃木」を基本目標として、担い手への

農地の集積・集約等による収益性の高い経営体

の育成や、スカイベリーをはじめとする県産農

産物のブランド力の強化、輸出の促進など、「攻

めの農政」を展開していくことといたしました。 

 これらの取組を進めていくためには、生産基

盤の整備が不可欠でありますことから、生産コ

ストの低減や水田フル活用を可能とするほ場の

整備を積極的に推進するとともに、老朽化の進

む農業水利施設の適切な保全管理や農業用施設

の防災・減災対策など、強い農業の基盤づくり

を積極的に進めて参ります。 

 また、多様な主体の参画による農業・農村の

多面的機能の維持・発揮を推進するため、農村

の地域資源を保全する日本型直接支払制度等の

取組を支援し、棲みよい農村環境づくりを進め

て参ります。 

 今後とも、子供たちに夢を与え、人を惹きつ

ける魅力ある農業・農村の実現を目指し、関係

機関・団体と連携しながら、農業農村整備事業

の一層の推進に努めて参りたいと考えておりま

すので、会員の皆様の一層の御支援と御協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

 結びに、貴連合会の御発展と皆様の御健勝を

祈念申し上げまして、新任のあいさつといたし

ます。 

 

新任のごあいさつ 
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栃木県農政部農地整備課長 

南 木 好 樹 

 

 この度の定期異動により着任いたしました。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 皆様には、日頃から、本県農業農村整備の推

進に特段の御支援、御協力を賜り、厚く御礼申

し上げます。 

 さて、農業従事者の高齢化やＴＰＰの進展な

ど、農業・農村を取り巻く情勢が大きく変化す

る中、農業農村の持続的発展をより確かなもの

としていくためには、その土台となる農地や農

業水利施設をしっかりと守り、未来に引き継い

でいくことが重要となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そのため県としては、今後の農業農村整備の

展開方向を示した「とちぎ水土里づくりプラン

Ⅲ（栃木県農業農村整備推進計画）」を策定し、

強い農業と元気な農村を目指して各種施策を推

進していくこととしました。 

 中でも、農業生産性の向上に向けた水田の大

区画化・汎用化及び園芸振興に資する畑地の基

盤整備を推進するとともに、農地中間管理機構

との連携による担い手への農地集積・集約化を

促進して参ります。 

 また、老朽化の進行する農業水利施設につい

ては、計画的な機能診断や施設の長寿命化対策

を通じて、ライフサイクルコストの低減を図る

とともに、水管理の省力化に向けた新技術の導

入やＩＣＴの活用を積極的に推進して参りま

す。 

 併せまして、土地改良区の統合整備や検査指

導及び人材育成等への支援を通して、運営体制

の強化を進めて参ります。  

 さらに、今年度から国営かんがい排水事業栃

木南部地区の着手が予定されており、県としま

しても、事業の円滑な推進に向けて積極的に支

援して参ります。 

 今後とも、将来に夢の持てる本県農業の発展

に向けて、地域の方々とともに、元気な農業農

村づくりに取り組んで参りますので、会員の皆

様の一層の御協力と御支援をお願い致します。 

 結びに、栃木県土地改良事業団体連合会の

益々の御発展と会員の皆様の御健勝をを御祈念

申し上げまして、新任のあいさつといたします。 

新任のあいさつ 
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◆平成２８年４月１日付け土地改良関係幹部職員（○印は昇任、敬称略） 

農政部長（農政部次長兼農政課長）                     小林 延年 

農政部次長兼農政課長（農政部次長）                    渡邉 和明 

農政部次長（農政部参事兼畜産振興課長）                  杉本 宏之 

農業試験場長（経営技術課長）                      ○髙橋 建夫 

農業大学校長（農政部参事兼下都賀農業振興事務所長）            伊藤 芳郎 

農政部参事兼芳賀農業振興事務所長（生産振興課長）            ○田中 敏夫 

農政部参事兼下都賀農業振興事務所長（農地整備課長）           ○福田 靖夫 

農地整備課長（安足農業振興事務所企画振興部長）              南木 好樹 

県土整備部監理課総務主幹（農村振興課課長補佐（総括）（総務企画担当））  ○梁木 達夫 

河内農業振興事務所長（河内農業振興事務所経営普及部長）          角田 永子 

上都賀農業振興事務所長（塩谷南那須農業振興事務所企画振興部長）      原  利浩 

安足農業振興事務所長（下都賀農業振興事務所企画振興部長）         山田 健悦 

総合政策部地域振興課土地利用調整班長（農政課主幹兼課長補佐（総括））    大塚 周之 

農政課農政戦略推進室長（芳賀農業振興事務所企画振興部長）         清水 靖夫 

経済流通課主幹兼課長補佐（総括） 

（農地整備課長補佐（総括）(事業管理担当））              ○荒井 勝浩 

畜産振興課主幹（農村振興課主幹兼課長補佐）                関戸 章一 

農地整備課主幹兼課長補佐（総括）（農地整備課長補佐（総括））       ○青柳 俊明 

農地整備課主幹（水利保全担当） 

 （芳賀農業振興事務所農村整備部長補佐（総括）兼調査保全課長）     ○福田 典耕 

県土整備部技術管理課検査監 

（那須農業振興事務所農村整備部長補佐（総括）兼調査保全課長）     ○渋井  亨 

県土整備部住宅課主幹（栃木県住宅供給公社派遣） 

（安足農業振興事務所企画振興部長補佐（総括）兼企画調整課長）      ○浅野  敏 

下都賀農業振興事務所主幹 

（下都賀農業振興事務所農村整備部長補佐（総括）兼調査保全課長）    ○渡邉 修一 

塩谷南那須農業振興事務所企画振興部長（芳賀農業振興事務所主幹）      津浦 好一 

塩谷南那須農業振興事務所農村整備部長（上都賀農業振興事務所企画振興部長）  和氣 好延 

那須農業振興事務所那須広域ダム管理支所長 

（塩谷南那須農業振興事務所農村整備部長補佐（総括）兼整備課長）    ○手塚 由和 

安足農業振興事務所企画振興部長 

（上都賀農業振興事務所農村整備部長補佐（総括）兼調査保全課長）    ○関口 安紀 

 

 

 

 

 

栃木県職員（土地改良関係）の定期人事異動 
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◆退職者（敬称略） 

農政部長                                 南斎 好伸 

農村振興課主幹兼技術調整担当ＧＬ                     笹沼富士男 

河内農業振興事務所農村整備部長補佐（総括）兼整備課長           落合 克己 

河内農業振興事務所農村整備部長補佐兼管理指導担当ＧＬ           加藤 光市 

芳賀農業振興事務所農村整備部整備課副主幹                 大橋 克世 

下都賀農業振興事務所農村整備部長補佐兼整備課長              伊原 智之 

塩谷南那須農業振興事務所農村整備部長                   井上 正一 

塩谷南那須農業振興事務所農村整備部長補佐兼管理指導担当ＧＬ        大門 一之 

那須農業振興事務所那須広域ダム管理支所長                 秋元  誠 

県土整備部技術管理課検査監                        根本 政行 

 

 

 

◆平成２８年４月１日付け幹部職員（○印は昇任、敬称略） 

事務局長（事務局次長兼総務部長）                     横山 和彦 

総務部長（総務課長）                          ○髙橋 克己 

事業部長（会員支援課長）                        ○手塚 光一 

総務部次長兼農地・水保全対策室長（農地・水保全対策室長）        ○別井  進 

総務部次長兼換地課長（換地課長）                    ○田代  悟 

総務部付主幹（芳賀町土地改良区出向） 

（会員支援課長補佐（施設管理担当ＧＬ））                ○小藤 克己 

総務課長（情報管理課長）                         天川 幸人 

換地課主幹（換地計画担当ＧＬ）（換地課長補佐（換地計画担当ＧＬ））    ○廣瀬 信昭 

情報管理課長兼水土里情報センター所長 

（測量課主幹（確定・用地測量担当ＧＬ））                 阿久津年之 

情報管理課主幹（技術業務担当ＧＬ）（農村整備課主幹（農村整備担当ＧＬ））  渡辺 光一 

施設保全課長（測量課長）                         村上 祐二 

施設保全課主幹（施設保全担当ＧＬ）（農村整備課主幹（集落排水担当ＧＬ））  関谷 昌宏 

測量課長（農地・水保全対策室主幹（農地・水担当ＧＬ））           山口佳子男 

 

 

◆退職者（敬称略） 

事務局長                                 吉澤 昭栄 

事業部長                                 古川二三夫 

総務部専門官                               石塚 英好 

総務部農地・水保全対策室主任                       大貫  泉 

事業部農村整備課技師                           藤島 大樹 

栃木県職員（土地改良関係）の退職者（平成２８年３月３１日付け） 

本会職員の定期人事異動 

本会職員の退職者（平成２８年３月３１日付け） 
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◇ 職 員 数 ◇ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

(平成２８年４月１日現在) 

所  属 職 員 嘱 託 補助職員 計 

事 務 局 １名  － ―  １名  

総 務 部 ２５名  １名 ８名  ３４名  

事 業 部 ３０名  ３名 ７名  ４０名  

計 ５６名  ４名 １５名  ７５名  

事 業 部 

総 務 部 

総 務 課 

施 設 保 全 課 

（ 建 築 士 事 務 所 ） 

情 報 管 理 課 

農 村 整 備 課 

換 地 課 

測 量 課 

事

務

局

長 

水土里情報センター 

農 地 ・ 水 担 当 

総 務 企 画 担 当 

会 計 経 理 担 当 

指 導 広 報 担 当 

施 設 保 全 担 当 

技 術 業 務 担 当 

農 村 整 備 担 当 

換 地 計 画 担 当 

換 地 業 務 担 当 

測 量 業 務 担 当 

農地・水保全対策室 

※栃木県農地水多面的機能保全推進協議会 

平成２８年度 水土里ネットとちぎ事務局機構 
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日 時：平成２８年２月８日（月） 

午前９時３０分～ 

場 所：栃木県土地改良会館会議室 

 

 平成２７年度第４回理事会を開催し、次の議

事及び協議事項並びに報告事項が全て原案どお

り可決決定・承認されました。 

 
開会挨拶をする大久保寿夫会長 

【議事】 

第１号議案 平成２７年度一般会計予算の補正 

について 

第２号議案 平成２８年度事業計画について 

第３号議案 平成２８年度賦課金徴収基準及び 

徴収の方法について 

第 ４号議案 平成２８年度受託料徴収基準につ 

いて 

第 ５号議案 平成２８年度一般会計予算について 

第 ６号議案 平成２８年度役員報酬について 

第 ７号議案 平成２８年度一時借入金の借入限 

度、借入先、利率及び償還方法に 

ついて 

第 ８号議案 平成２８年度金銭の預入先について 

第 ９号議案 第９６回通常総会の招集及び同総 

会付議事項について 

第 10 号議案 職員給与規程の一部改正について 

第 11 号議案 特定個人情報等取扱規程の制定 

について 

第 12 号議案 職員服務規程の一部改正について 

第 13 号議案 表彰規程による表彰者の選考につ 

いて 

 

【協議事項】 

 第９６回通常総会における要望事項等決議 

（案）について 

 

【報告事項】 

 平成２８年４月職員採用について 

 

 

 日 時：平成２７年２月２３日（火） 

午前１０時００分～ 

 場 所：栃木県土地改良会館会議室 

 

 平成２７年度第３回監事会を開催し、次の議

事が原案どおり可決決定され、途中監事会を休

会して監査が執行されました。 

監査結果は「概ね良好」と判定され、監査報

告書は原案どおり決定されました。 

【議事】 

第１号議案 監査細則の一部改正について 

第２号議案 平成２７年度業務の執行状況及び 

同一般会計の執行状況並びに財産 

の状況に関する監査について 

 

開会挨拶する和氣六一郎代表監事 

平成２７年度第４回理事会を開催 

平成２７年度第３回監事会を開催 
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日 時：平成２８年３月２３日（水）午前１０時００分～ 

場 所：栃木県土地改良会館 

 

 会員１４２名（内書面議決５４会員）の出席のもと、第９６回通常総会を開催し、次の議事につ

いて審議をいただいたところ、全て原案どおり承認、議決されました。 

また、予定された議案の審議が終了したところで、壬生町土地改良区の鈴木理夫理事長から農業

農村整備事業の推進を求める決議（後記）の動議が提案され、総会に諮ったところ満場一致で採択

されました。 

なお、総会の開会後議事に先だって開催した平成２７年度の土地改良功労者表彰において、長年

土地改良事業の推進に功績のあった後記の５団体及び１９名の方々に感謝状の贈呈を行いました。 

 また、総会終了後に、永嶋善隆関東農政局次長から、「農業農村整備事業の現状と課題」と題して

約４５分間の御講演をいただきました。 

 

第１号議案 平成２７年度一般会計予算の補正について 

第２号議案 平成２８年度事業計画について 

第３号議案 平成２８年度賦課金徴収基準及び徴収の方法について 

第４号議案 平成２８年度受託料徴収基準について 

第５号議案 平成２８年度一般会計予算について 

第６号議案 平成２８年度役員報酬について 

第７号議案 平成２８年度一時借入金の借入限度、借入先、利率及び償還方法について 

第８号議案 平成２８年度金銭の預入先について 

第９号議案 総会議決事項の理事会委任について 

追 加 議 案 農業農村整備事業の推進を求める決議（動議） 

 

 

主催者挨拶する大久保寿夫会長 

 

講演される永嶋善隆関東農政局次長 

本会第９６回通常総会を開催 

土地改良功労者（団体表彰５団体、個人表彰１９名）を表彰 
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農業農村整備事業の推進を求める決議 

 

 本県の農業・農村は、米麦を中心に、園芸、畜産のバランスの取れた地域性豊かな農業を展開し

ており、全国有数の農業県として、安心・安全な農作物の安定供給を担ってきた。また、豊かな国

土や自然環境の保全など、多面的機能の発揮のもと、県土の維持形成に大きな役割を果たしてきた。 

その間、先人達は、農業・農村の健全な発展のため、農地や農業用水路など、地域資源の維持・

向上のため、献身的な努力を続けてきた。 

しかしながら、現下の農業・農村をめぐる状況は、都市に先駆けて高齢化や人口減少が進んでお

り、担い手の減少や高齢化の加速、耕作放棄地の増加、更には、地域活力の低下に加え、ＴＰＰ協

定による農産物価格低下への懸念など、多くの課題が山積している。 

このような状況の中、国は「地方創生」や「一億総活躍社会」の実現に向け、「農林水産業・地域

の活力創造プラン」に基づき、「強い農林水産業」と「国土強靭化」を目指し、各種施策を展開して

いるところである。 

一方、県においても、新しい農業振興計画「とちぎ農業〟進化〝躍動プラン」に基づき、国際化

に対応できる強い農業の確立に向け、新たな魅力と価値を創造する「成長産業として進化する農業・

栃木」を目指し、各種事業を推進することとしている。 

我々水土里ネット（土地改良区・土地改良事業団体連合会）は、これまで培ってきた経験と技術

を活用し、国・県が目指すべき方向の実現に向け、積極的に貢献をしていく覚悟の下、農業・農村

の更なる発展のため総力を結集し、国・県の関係機関に、次の事項の実現を強く要請する。 

 

記 

 
一、 農業農村整備事業の安定的・計画的な執行のため、現場のニーズに十分応えられる規模の予

算を確保するとともに、ＴＰＰ対策については、農林水産予算の枠組みに配慮し、継続的に必

要な予算措置を講ずること 

一、 担い手への農地集積、コスト低減に極めて有効な農地整備事業並びに農地の大区画化・汎用

化等に資する基盤整備事業の積極的な推進と予算を確保すること 

一、 老朽化した農業水利施設の更新・管理のため、長寿命化や耐震化、洪水被害防止等の防災・

減災対策を着実に推進するとともに、土地改良施設維持管理適正化事業に必要な予算を確保す

ること 

一、 農村地域の活性化や農業の構造改革を加速化するため、担い手を後押しする多面的機能支払

交付金の安定的な予算を確保すること 

一、 水土里ネットの公益的な役割と特性に鑑み、担い手等の求める高度な施設の維持管理が行え

るよう、組織・運営基盤の強化に向け、更なる対策を講ずること 

 

平成２８年３月２３日 
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              栃木県土地改良事業団体連合会第９６回通常総会 

 

◆平成２７年度表彰者（敬称略） 

１ 団体表彰（５団体） 

◎ 建設業者 

  光洋建設株式会社 

  いなば建設株式会社 

  株式会社小林工業 

  吉栄工業株式会社 

  株式会社須藤工業 

 

２ 個人表彰（１９名） 

◎ 県職員  

南 斎 好 伸（栃木県農政部） 

  笹 沼 富士男（栃木県農政部農村振興課） 

  落 合 克 己（河内農業振興事務所） 

  加 藤 光 市（河内農業振興事務所） 

  大 橋 克 世（芳賀農業振興事務所） 

  伊 原 智 之（下都賀農業振興事務所） 

  井 上 正 一 

（塩谷南那須農業振興事務所） 

  大 門 一 之 

  （塩谷南那須農業振興事務所） 

  秋 元   誠 

   （那須農業振興事務所 

那須広域ダム管理支所） 

  根 本 政 行（県土整備部技術管理課） 

 

 

表彰状を授与される受賞者 

 

◎ 市町職員 

  藤 田 敏 明（鹿沼市経済部農政課） 

  田 村 一 美（小山市建設水道部） 

  川 嶋 宣 由（大田原市財務部財政課） 

  相 川 正 明 

（足利市産業観光部農林整備課） 

◎ 土地改良区職員 

  前 原 典 子（国分寺土地改良区） 

  福 田 絵美子 

（足利市わたらせ川左岸土地改良区） 

◎ 本会職員 

  吉 澤 昭 栄（事務局） 

  古 川 二三夫（事業部） 

  石 塚 英 好（総務部） 
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日 時：平成２８年４月１１日（月） 

午後４時３０分～ 

場 所：宇都宮市 ホテルニューイタヤ 

 

 本会は、去る４月１１日、宇都宮市内のホテ

ルにおいて、第１回理事会を開催した。 

 

開会挨拶を述べる大久保寿夫会長 

会議は、髙橋総務部長の司会進行で開会し、

大久保寿夫会長の開会挨拶に続いて荒井真一栃

木県農政部農村振興課長から来賓挨拶をいただ

き議事に入った。 

 議事は、大久保会長が議長となり、次の議事

及び報告事項について審議し、全て原案どおり

可決決定・承認されました。 

 

【議事】 

第１号議案 平成２８年度一般会計予算の補正 

について 

第２号議案 個人情報保護に関する規程の一部 

改正について 

【報告事項】 

（1） 職員の採用について 

（2） 第３９回全国土地改良大会（石川大会）

について 

 

 

  

日 時：平成２８年４月１１日（月） 

午後４時００分～ 

場 所：宇都宮市 ホテルニューイタヤ 

 

 本会は、去る４月１１日、宇都宮市内のホテ

ルにおいて、第１回監事会を開催した。 

会議は、天川総務課長の司会進行で開会し、

和氣六一郎代表監事が議長となり、次の議事に

ついて審議が行われ、原案どおり議決された。 

 

【議事】 

第１号議案 平成２８年度監査計画について 
 

監事会の様子 

 

 

平成２８年度第１回理事会を開催 

平成２８年度第１回監事会を開催 
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去る４月１１日、宇都宮市内のホテルにおい

て、平成２８年度栃木県土地改良事業推進協議

会第１回役員会が開催されました。 

同協議会は、栃木県の農業生産基盤並びに農

村生活環境の整備開発を推進し、農業生産性の

向上と農村生活環境の改善を促進することを目

的として、土地改良事業推進のための調査啓蒙、

関係機関及び関係団体との連絡調整などを行っ

ております。 

会議は、髙橋勇丞会長（北那須土地改良事業

推進協議会長）が開会挨拶を述べた後、議長と

なって進められ、第１号議案平成２７年度事業

報告について、第２号議案平成２７年度収入支

出決算について、第３号議案平成２８年度事業

計画について、第４号議案平成２８年度収入支

出予算についての４議案について審議が行われ、

それぞれ原案どおり承認、議決されました。 

     

開会挨拶を述べる髙橋勇丞会長              会議の様子 

 

本会は、去る４月１１日、宇都宮市内のホテ

ルにおいて、平成２８年度栃木県２１世紀土地

改良区創造運動推進委員会を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会挨拶をする髙橋勇丞委員長 

この委員会は、栃木県における２１世紀土地

改良区創造運動を着実に推進することを目的と

して、創造運動に関する調査、研究、啓発や土

地改良区への指導、支援等の事業を行っており

ます。 

会議は、髙橋勇丞委員長（北那須土地改良事

業推進協議会長）が、開催挨拶を述べた後、議

長となり、第１号議案平成２７年度活動報告に

ついて及び第２号議案平成２８年度活動計画に

ついての２議案を審議し、それぞれ原案どおり

承認並びに議決しました。

 

平成 28 年度栃木県土地改良事業推進協議会第 1 回役員会を開催 

平成 28 年度栃木県 21 世紀土地改良区創造運動推進委員会を開催 
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本会は、去る４月１１日、宇都宮市内のホテ

ルにおいて、平成２８年度第１回栃木県土地改

良区統合整備推進協議会を開催しました。 

同協議会は、栃木県が推進する土地改良区の

統合整備対策に積極的に参画、支援していくこ

とを目的として、平成７年度に本会内に設置し、

統合整備に関する調査、研究、啓発や指導助言

等の事業を行っております。 

会議は、髙橋勇丞委員長（北那須土地改良事

業推進協議会長）が開会挨拶を述べた後、議長

となり、第１号議案平成２７年度活動報告につ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会の様子 

 

いて及び第２号議案平成２８年度活動計画につ

いての２議案の審議を行い、それぞれ原案どお

り承認並びに議決しました。 

続いて、報告事項においては、県農地整備課

管理指導担当の岡野英樹副主幹より「栃木県土

地改良区運営強化推進計画に基づく取り組みに

ついて」と題し、平成２７年度の取り組みと成

果及び成果指標の状況並びに栃木県土地改良区

運営強化推進計画の概要について、詳細な説明

を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進計画の取組状況を説明する岡野副主幹 

 本会は、去る３月７日、栃木県土地改良会館
において、講師に自由民主党農林水産戦略調査
会長の西川公也衆議院議員と都道府県土地改良
事業団体連合会会長会議顧問の進藤金日子氏を
招き、県内土地改良区役職員等２３０名の参加
のもと、研修会を開催しました。 

研修会は、髙橋勇丞副会長により開会され、
大久保寿夫会長の主催者挨拶後、最初に西川公
也先生から「ＴＰＰと日本の農業の行方」と題
して、これまで報道されなかったエピソードを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演される西川公也衆議院議員 
 

交え、ＴＰＰ交渉アトランタ合意に至るまでの
交渉経緯やＴＰＰ対策による施策について、約
４５分熱弁を振るわれました。 

次に進藤金日子顧問から「これからの農業農
村振興について」と題して、農業農村整備関係
予算の推移や食料自給率の回復の必要性など農
業農村振興の新たな展開について約４０分間の
ご講義をいただき、田井哲副会長により閉会さ
れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演される進藤金日子顧問 

平成 28 年度栃木県土地改良区統合整備推進協議会を開催 

平成２７年度土地改良区役職員等研修会を開催 
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栃木県農地水多面的機能保全推進協議会（会

長・大久保寿夫水土里ネットとちぎ会長）は、

去る２月９日、栃木県総合文化センターメイン

ホールに於いて『とちぎの豊かな農村づくりフ

ォーラム』を開催しました。フォーラムには、

農村環境の保全活動に取り組む活動組織のメン

バーや一般県民の方など約 1,000 名にも及ぶ来

場者がありました。 

開会に先立ち、白鷗大学ハンドベルクワイア

によるオープニングセレモニーが行われ、ハン

ドベルの透き通る音色が会場を余韻に包む中

を開会式が始められ、大久保県協議会長から、

「これからの多面的機能の保全活動を地域の

皆さんと共に考え、とちぎの豊かな農村づくり

を伝えよう」と開会挨拶がありました。続いて

来賓として出席された、永嶋善隆関東農政局次

長並びに南斎好伸栃木県農政部長から祝辞が

述べられました。 

第１部の田んぼまわりの生きものマップ・写

真コンテスト表彰式では、大久保会長から同コ

ンテストにおいてめでたく入賞を果たされた

後記の１１作品の活動組織代表者に賞状及び

記念品が授与されました。また、審査委員長の

水谷正一宇都宮大学名誉教授からは、コンテス

トの意義並びに入賞作品の講評が行われ、受賞

者皆さんで記念撮影に収まりました。 

第２部の基調講演では、三重県多気町勢和地

域資源保全・活用協議会の高橋幸照事務局長が

「多面的機能支払制度に於ける『広域活動と女

性の参加』」と題して、幅広い組織体制や様々

な工夫を凝らした取組事例の紹介があり、活動

の理解を深めました。 

第３部のパネルトークでは「農村の魅力と多

面的機能支払の役割や活動」をテーマにパネリ

ストやコメンテーターから活動紹介があり、コ

ーディネーターの水谷名誉教授から農村の魅

力である「食、伝統文化、景観、生きもの」の

4 つのキーワードに取組むことが地域活性化に

繋がるとまとめられ、皆一様に聞き入っていま

した。最後に会場からの質疑を受けてフォーラ

ムが閉会しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    大久保寿夫県協議会長挨拶               受賞者記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

     高橋幸照氏による講演                パネルトーク 

とちぎの豊かな農村づくりフォーラムを開催 

～多面的機能の発揮を私たちの手で～ 
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また、併催行事の「田んぼまわりの生きもの

マップ・写真作品展」が同所第２ギャラリーに

おいて２月８日から１０日までの３日間開催さ

れ、同コンテストに応募のあった全作品が展示

されました。作品展には、活動組織の関係者の

他にも多くの市民の方が会場に足を運ばれ、作

品を熱心に見入っていました。 

 

 

 

 

 

田んぼまわりの生きものマップ・写真作品展 

田んぼまわりの生きものマップ・写真コンテスト入賞作品 

◇生きものマップの部 

○最優秀賞 

思川西部農村環境保全会・寒川花桶の郷 （小山市） 

○優秀賞 

自然の里保全会・自然の里ままだ （小山市） 

みどりの里こてやま （宇都宮市） 

湧水の郷塩田環境保全会 （矢板市） 

○審査員特別賞 

自然の郷武井 （小山市） 

◇生きもの調査写真の部 

○最優秀賞 

小泉環境保全会 （益子町） 

○優秀賞 

ミヤコタナゴの里環境保全会 （大田原市） 

里西環境保全会 （益子町） 

青木四区環境保全会 （那須塩原市）         生きものマップの部 最優秀賞作品 

○審査員特別賞 

尾羽の里環境保全会 （益子町） 

小山用水保全協議会・東野田環境保全向上委員会（小山市） 

 

パネルトーク参加者（敬称略） 

 コーディネーター 水 谷 正 一（宇都宮大学名誉教授） 

 パネリスト    高 瀬 孝 明（みたとうぶ保全会代表） 

 パネリスト    加 納 麻紀子（ＮＰＯ法人くまの木里の暮らし事務局長） 

 パネリスト    鈴 木 良 雄（ＮＰＯ法人三区町地域資源・環境保全会事務局長） 

 コメンテーター  高 橋 幸 照（三重県多気町勢和地域資源保全・活用協議会事務局長） 

 コメンテーター  田 村 孝 浩（宇都宮大学農学部農業環境工学科准教授） 
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 去る３月２５日、東京都千代田区平河町のシ

ェーンバッハ・サボーにおいて、全国水土里ネ

ット主催による第５７回全国土地改良功労者表

彰式が開催された。 

 表彰式は、農林水産省から森山裕農林水産大

臣をはじめ、末松広行農村振興局長、室本隆司

同次長、印藤久喜同整備部長、奥田透同整備部 

 

式辞を述べる二階俊博全土連会長 

設計課長、石垣英司同整備部土地改良企画課長、

横井績同整備部農地資源課長を来賓に招き、全

国の受章者・土地改良関係者約 600 名が出席し

て盛大に開会された。 

最初に、二階俊博全国水土里ネット会長が式

辞を述べられ、続いて森山裕農林水産大臣及び

進藤金日子都道府県土地改良事業団体連合会会

長会議顧問からご祝辞を頂いた後、農林水産大

臣表彰（５地区）、農村振興局長表彰（４地区：

本年度から新規）、①土地改良功労者表彰（金章

３２地区、銀章５７地区、銅章３０地区、個人

１０３名）、②平成２７年度農業農村整備優良地

区表彰、③平成２７年度２１世紀土地改良区創

造運動表彰が執り行われた。 

本県関係では、それぞれ下記の団体及び個人

がめでたく受賞の栄に浴しました。 

 

◇農村振興局長表彰◇ 

 小山市美田東部土地改良区（小山市） 

◇土地改良功労者表彰◇（敬称略） 

金章 南河内土地改良区（下野市） 

銀章 清原南部土地改良区（宇都宮市） 

   しおや土地改良区（塩谷町） 

銅章 西の原用水土地改良区連合（那珂川町） 

個人 中島 榮吉（飯塚土地改良区理事長） 

   高橋 清一（佐野市土地改良区事務局長） 

   田代  悟（水土里ネットとちぎ総務部換地課長） 

   水上 洋一（水土里ネットとちぎ事業部測量課課長補佐） 

◇２１世紀土地改良区創造運動表彰◇ 

さなえ賞 思川西部土地改良区（小山市） 

 

本県の各賞受賞関係者並びに個人受賞者 

小山市美田東部土地改良区が農林水産省農村振興局長表彰 

第５７回全国土地改良功労者表彰式 
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政府は、４月２９日付けで２０１６年春の叙

勲の受章者（４，１１５人）を発表しました。 

本県関係では６０人（旭日章１１人、瑞宝章

４９人）が受章しました。 

この中、土地改良事業関係では、氏家和男都

賀町土地改良区理事長が、土地改良事業の推進

を通じて、農業・農村の振興と発展にご尽力さ

れたご功績を認められ、旭日単光章の栄誉に輝

きました。 

 

【経歴】 

平成 ５年１１月～平成 ９年３月 旧深沢大柿土地改良区副理事長 

平成 ９年 ４月～平成２１年１月  旧深沢大柿土地改良区理事長 

平成２１年 １月～現在      都賀町土地改良区理事長 

〇 団体営土地改良総合整備事業深沢大柿地区を完成させ、旧都賀町管内 

９土地改良区を新設合併に導くと同時に、県営経営体育成基盤整備事業 

赤津南部地区を完了させた後、農業基盤整備促進事業等の新規事業に積 

極的に取り組み、地区の整備水準の向上を図るとともに、老朽化の進む 

土地改良施設の計画的な補修整備を進め、安定的かつ効率的な農業経営 

を実現させるなど、都賀地区の土地改良事業の推進と地域農業振興に多 

氏家和男氏（８０歳）     大な功績を残されています。 

（昭和１０年１１月８日 生まれ） 

 

 

  県営経営体育成基盤整備事業二輪地区は、平

成２２年度に工事が着手されてから６年の歳月

をかけて平成２７年度に竣工となりました。 

湯津上土地改良区（礒紘一理事長）は、去る

４月２１日、津久井富雄大田原市長代理佐藤芳

昭産業振興部長をはじめ多数のご来賓をお迎え

し、大田原市金丸地内のホテルにおいて竣工記

念式典を挙行されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二輪地区竣工を祝う関係者の皆様 

 

 

式典は、礒理事長の式辞に続き、小林英夫二輪

地区委員長兼工事委員長より事業経過の報告が

行われました。続く来賓祝辞では、佐藤大田原

市産業振興部長、栃木県那須農業振興事務所長

代理の関根忠雄農村整備部長、髙野礼子大田原

市議会議員がそれぞれ祝辞を述べられ、地域の

更なる発展を祈念するとともに事業の竣工を祝

いました。 

 関係者の方々は、本地域の農業者の積年の願

いであった基盤整備事業が見事に完成し、皆の

努力をたたえあうとともに、これを機に当地域

の活力と魅力あふれる発展への取組みの決意を

新たにしました。 

◇ 事業概要 ◇ 

事  業  名  県営経営体育成基盤整備事業 

事 業 区 域  大田原市佐良土地内 

事業実施年度  平成２２年度～平成２７年度 

地 区 面 積  ３０．６ｈa  

総 事 業 費  ３億７千２００万円 

組 合 員 数  ３０名 

 

春の叙勲 都賀町土地改良区 氏家和男 理事長が 

旭日単光章（土地改良事業関係）を受章 

県営経営体育成基盤整備事業 二輪地区竣工記念式典を開催 
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おかだ みか 

氏 名  岡 田 美 香 

所 属  総務部 農地･水保全対策室 

出身校  群馬大学 教育学部 

 

すけがわ しゅんのすけ 

氏 名  助 川  駿之介 

所 属  総務部 総務課 

出身校  宇都宮大学 農学部 

平成２７年度において、各種資格試験に合格し、登録機関に登録となった職員は、以下のとおり

です。通常業務を遂行しながら切磋琢磨し、資格試験にチャレンジいたしました。 

会員のみなさまのご期待に応えられるよう、今後とも努力して参りますので、よろしくお願いい

たします。 

 

 

 

 

 

 

総務部 換地課 

係長 野 澤 克 彦 

土地改良換地士 

 

 

 

事業部 施設保全課 

係長 宮 下 敬 弘 

農業水利施設機能総合診断士 

 

 

 

事業部 農村整備課 

係長 柿 岡 貴 弘 

１級土木施工管理技士

 

会員の負託に確実に応え、本会業務の技術継承を図るため、職員採用試験を実施いたしました。 

みごと合格し、平成２８年４月１日から新たに職員となった方は、以下のとおりです。 

多くの期待が寄せられているところですが、全職員で努力してまいりますので、若さと希望に満

ちた新規採用職員をよろしくお願い申し上げます。 

                                                       大学では、農業経済を専攻しておりま

した。その中で、土地、水といった側面

から農業に関わっている土地改良事業

を知り、自らもそのような基盤となる部

分から、農家の皆様のお役に立たせて 

頂きたいと考え、この仕事に就くことを決めました。 

 新規採用者唯一の県外出身ではありますが、しっかりと栃木県に根を張り、誠心誠意職務に従事

していきたいと考えております。 

 まだまだの未熟者のため、仕事を行う上で、ご迷惑を掛けてしまうことが多々あるとは思います

が、一日でも早く一人前となれるよう、粉骨砕身してまいりますので、どうか皆様も、ご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

                              大学卒業後、接客の仕事を経てこの                    

度連合会の職員となりまして、多面的

機能支払交付金に関する業務を担当致

します。多面的機能支払交付金が適正

に活用され、また農業・農村の有する 

多面的機能が維持・発揮できるよう更なる事業の推進と活動に対する支援に努めて参ります。 

子どもの頃に農家を営んでいた祖父母の家で田植えや収穫の手伝いをしたり、自然の遊び場で夢

中で遊びまわったりした記憶は私の心を豊かにする大切な思い出です。農業・農村を守り、より良

いものにしていく手助けができればと考えております。 

 皆様にご迷惑をおかけすることが多々あると思いますが、少しでも早く仕事を覚え、会員並びに

各種資格取得者（平成２７年４月～２８年３月） 

平成２８年度新規採用職員紹介 



18 
 

 

いしまつ りゅう 

氏 名  石 松  竜 

所 属  総務部 換地課 

出身校  福島大学 人文社会学群 

 

ふくだ はつみ 

氏 名  福 田  初 美 

所 属  事業部 農村整備課 

出身校  茨城大学 農学部 

 

なりまつ しょうた 

氏 名  成 松 翔 太 

所 属  事業部 施設保全課 

出身校  宇都宮大学 農学部 

活動組織の皆様のお役に立てるよう頑張りますので何卒宜しくお願い致します。 

連合会に採用が決まり就職するまで

は、連合会の雰囲気になじめるか、また

社会人としてしっかり働けるのか不安な

時もありました。現在では、優しい先輩

職員の指導の下、日々換地業務に携わり 

一つずつ仕事を覚えています。 

私は大学で法律について学んでいました。換地業務の中では法律に触れる機会も数多くあります

ので、大学で学んだことを活かしつつ、連合会や各土地改良区、そして会員の皆様から信頼される

職員になれるように日々努力を積み重ねていきたいと思います。 

 私自身農業についての知識はまだまだ未熟ですので、仕事を覚えると共に農業の知識を身につけ

て、栃木県の農業に貢献できるようになりたいです。 

しばらくは皆様に様々なご迷惑をおかけすることが数多くあると思いますが、早く一人前になれ

るように、精進致しますので今後ともよろしくお願い致します。 

                                                       実家が農家であり、幼い頃から田ん

ぼに馴染みのある生活をしていました

ので、大学では農業土木について学ん

できました。大学で学んだことを少し

でも活かすことができ、また農業に携 

わる人たちを支える仕事に就きたいと思っており、今、その思いを実現することができて大変嬉し

く思います。 

 技術職では初の女性職員ということでプレッシャーを感じておりますが、持ち前の明るく元気な

性格を活かし、男性職員に負けないように頑張っていきたいと思います。 

 分からないことばかりでご迷惑をお掛けすることが多々あると思いますが、連合会や会員の皆様

のお役に立てるように、早く仕事を覚え一人前になれるよう努力いたしますので、ご指導ご鞭撻の

ほどよろしくお願い致します。 

                                                       私は幼い頃から生物や自然に興味が

あり、いつか農業に関する職に就きたい 

 と考えておりました。農業高校を卒業後

は、地元大学の森林科学科に進学。森林

環境や木材の研究を行いましたが、就職 

活動で農業関連の職と縁を持てず、金融機関に入社しました。その後、金属加工関係の職業に転職

しましたが、農業に関わりたいという思いが常に心にあり、本会に採用が決定されたとの通知を頂

いた時には大変嬉しく感じました。 

 前職までは農業とは関係のない仕事内容ではありましたが、社会人としての知識と経験を得られ

た貴重な期間であったと感じています。今後は、より多くの知識を吸収し、大好きな地元栃木県の

農業の維持発展に貢献していける存在になりたいと思っています。 

ご迷惑をおかけすることも多々あると思いますが、早く一人前になれるよう精進致しますので、ご

指導ご鞭撻の程よろしくお願い致します。 
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◇ 農業基盤整備資金の金利 ◇  

平成２８年４月２０日付けで、農業基盤整備資金の金利が次のとおり改定されました。 

金利情勢によって変動いたしますので、最新の金利は宇都宮支店にお問い合わせいただくか、金

融公庫ホームページでご確認ください。 

                                       （単位：％）

お問い合わせ先：株式会社日本政策金融公庫  

宇都宮支店 農林水産事業 農業食品課 担当：新井 ℡ 0 2 8 - 6 3 6 - 3 9 0 1  

 

 

 

 

第３９回全国土地改良大会石川大会が、 

水土里の明日を築く土地改良 今こそ未来へつなぐ 
～伝えよう水土里の歴史を あえの風にのせて～ 

をテーマとして、主催「全国土地改良事業団体連合会」、「石川県土地改良事業団体連合会」、後援

「農林水産省」、「石川県」、「石川県議会」、「金沢市」、「石川県市長会」、「石川県町長会」、「石川

県農業農村整備事業推進協議会」により、来る１０月２５日（火）金沢市内のいしかわ総合スポーツ

センター「メインアリーナ」を会場に開催されます。 

      

 

区  分 

改     定     前 改     定     後 

融資期間 

にかかわ 

らず 

融資期間別（一例） 融資期間 

にかかわ 

らず 

融資期間別（一例） 

5 年 10 年 15 年 20 年 5 年 10 年 15 年 20 年 

都道府県営補助残 0.35 － － － － 0.25 － － － － 

団 体 営 補 助 残 0.20 － － － － 0.10 － － － － 

非 補 助 一 般 0.20 － － － － 0.10 － － － － 

非補助利子軽減 0.20 － － － － 0.10 － － － － 

災 害 復 旧   0.20 0.20 0.20 0.20   0.10 0.10 0.10 0.10 

株式会社日本政策金融公庫からのお知らせ 

第３９回全国土地改良大会「石川大会」のお知らせ 



 

 

 

 

土地改良区の沿革、地区の概要 

当土地改良区の歴史は、記録によりますと、天

保年中加賀、越中地方から移住入植者が、小川上

河原、その他に散在土着するに至り、荒地に鍬が

入れられ開田されました。当時水利の便が悪く用

水路の必要が叫ばれ、箒川に堰を設け隧道約５０

０ｍを掘削し１００ha の水田を潤すようになり

小川普通水利組合が結成されました。 

 その後、小川西の原地区においては、明治２５

年西の原普通水利組合が結成され、箒川上流の大

田原市福原に水源を求め隧道約３㎞を掘削し３

００ha の水田を潤しました。この２つの用水を統

合し、昭和４８年に県営事業により８年の年月を

費やし、現在の西の原用水が完成しました。現在

は、西の原用水土地改良区連合（小川、烏山の２

土地改良区、受益地８４６ha）を結成し、頭首工

及び幹線水路の維持管理を行っています。当土地

改良区の８３％が、受益地となっています。 

 本地域は、県北東部那珂川町の西部（旧小川町）

に位置し、北に大田原市、西にさくら市、南に那

須烏山市、東に那珂川町の中央を流れる一級河川

那珂川の右岸に展開する水田地帯であります。標

高は、１７０ｍ～１００ｍを有しています。水源

はいずれも一級河川箒川より取水の、西の原用水

土地改良区連合、藤沢用水土地改良区連合、塩那

台地土地改良区に所属しており渇水時の用水不

足は殆どありません。営農の状況は、水稲を主と

していますが西の原用水の冬期水利を使用した 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イチゴ等のハウス園芸も行われています。 

 組織については、平成１８年に小川町土地改良

区協議会に加入していた８土地改良区により土

地改良区合併推進協議会を設立し、先進地視察等

幾度かの協議を重ねた末、平成２０年４月に合併

し、受益面積６８６ha、組合員数７３９名、理事

１５名、監事４名、職員２名による新小川土地改

良区が、誕生いたしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
圃場整備事業の推進 

 当土地改良区の圃場整備率は、昭和４３年ころ

から始まった、農業構造改善事業、県営圃場整備

事業西の原地区及び小川北西部地区により整備

され３０ａ区画が８１％で、戦後の耕地整理を加

えると約９３％が整備されています。しかし耕地

整理地区については農道も狭く現在の大型機械

が走行できない、水路は土水路が多く堀さらい等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シリーズ 土地改良区紹介 ⑯ 水土里ネット小川 
小川土地改良区 

農業基盤整備事業で整備された用水路 

農業基盤整備事業により整備された 

西の原用水の隧道 

箒川に架かる西の原頭首工 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
過大な労力を費やするため、農業後継者による農

地集積にも困難を期しています。最近は耕作放棄

地をなくすためにも小規模の圃場整備事業を希

望する組合員も少なくありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
維持管理について 

 施設の維持管理については、合併前の土地改良

区毎に地区委員会を設置し、施設の維持管理に努

めております。施設の整備補修には、農業基盤整

備促進事業、維持管理適正化事業、県単独農業農

村整備事業及び町単独農村振興事業の補助事業

を積極的に導入し、経費の節減を図るとともに、

計画的に点検整備を行い適正な維持管理に努力

しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

土地改良区概要 

設立年月日 平成 20年 4 月 1日 

認 可 番 号 栃木県第６７６号 

受 益 面 積 ６８５ha 

組 合 員 数 ７３６名 

総 代 数 ３９名 

理 事 数 １５名 

監 事 数 ４名 

職 員 数 ２名 

 

 

所在地 

〒324－0501 那珂川町小川 2524-1 

ＴＥＬ：０２８７－９６－２３５１ 

ＦＡＸ：０２８７－９６－２３１２ 

水土里ネット小川 

那珂川左岸の南平台より受益地を望む 

都市との交流田植え 

那珂川町合併 10 周年記念事業で 

描かれた田んぼアート 

那珂川町イメージキャラクター「なかちゃん」 



２２ 
 

 
 本会は次のとおり、第９７回臨時総会と平成２８年度会員研修会を開催いたします。 

 

◇ 第９７回臨時総会 ◇ 

 

日  時  平成２８年９月１３日（火） 午後２時から 

   場  所  鬼怒川グランドホテル夢の季 

         日光市鬼怒川温泉大原１０２１ 

         ＴＥＬ：０２８８－７７－１３１３（代） 

 

◇ 平成２８年度会員研修会 ◇ 

 

○（１日目） 

日  時  平成２８年９月１３日（火） 午後４時から 

 

   ○（２日目） 

日  時  平成２８年９月１４日（水） 午前９時から 

 

場  所  鬼怒川グランドホテル夢の季（両日とも） 

日光市鬼怒川温大原１０２１ 

ＴＥＬ：０２８８－７７－１３１３（代） 

 
 
 

 

 本会では、今年度においても、職員の健康保持及び事務能率の向上並びに電力量消費節約に資す

るため、次の期間はノーネクタイ等の軽装にて業務を行いますので、ご理解、ご協力をお願い申し

上げます。 

 

 

 

 

 

 本会では、土地改良区の役職員等を対象とした出前講座を行っております。 

 講座内容については、役員改選等により新しく役員に就任された方々のための役員の職務につい

て等、土地改良区業務運営に係るものなど、幅広い内容でご要望に応じて対応させていただきます

ので、次の連絡先までお気軽にお申し込みください。 

 ◇ 連 絡 先 ◇ 

   水土里ネットとちぎ（栃木県土地改良事業団体連合会） 

総務部 総務課     電 話：０２８－６６０－５７０１ 

            ＦＡＸ：０２８－６６０－５７１１ 

 

第９７回臨時総会・会員研修会のお知らせ 

クールビズ開始のお知らせ 

実施期間：５月１日から１０月３１日まで 

出前講座を活用しましょう 


